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めか、多くの環境lllIMuを通')一jliに講義形式で説

IﾘIする〃法で行われているため、実体験を伴うよ

うな｣:夫はみられない。授難内容は、わが国の環

境lM1Nmとして公〈lflII1Mq（水俣病他)、大気汚染、水

蘭汚染を挙げているところが雌も多く、次に、地

球環境lllI迦として地球淑暖化、オゾン燭の破壊、

鹸ﾔlHiIj、森林破壊について授瀧が腱113されている。

祈磯系大学における授難の特徴としては、内分

泌撹乱物[『（ダイオキシン）について、詳しく説

明するIIf1IIjを股けている大学が多い。また、食物

述鎖から食生活を考え、アトピーlMI題へと腱ＩｌＩ１き

せるなど、私たちのiiI接的な他M〔被害へと環境問

題をⅢ巡きせていくiiM鞭も見られる。しかし、環

境Mi｣ul1を考えたり、自分述の生活行動を見､![した

りすることができるような授業の工夫はない。今

lnIiilM森の視点である、医縦廃棄物ＩｌＩｌ題を環境問題

から授難鵬IHIしているのはたったの１校のみで

あった。

以I1のシラバスiﾘM洗から、医療廃棄物問題に対

してFM境111Ⅱ､への視点から授業腱１Ｍされている看

護系の学校は特無であると子iMできた。しかし－

力で、多くの派縦糸の学校では、医療廃棄物は、

）脾礎而ii蝉;:識座の「感染対簸」の一環として説明

されていることがIﾘjらかとなった。その主な授業

ljLI存は、シラバスからのiiMffでは限界があったが、

医鯛随難物jlxlj扱いに対する説明と注意に終始し

ていると二】菌恕きれた。

次に、アンケート絲来による「医療廃棄物問題

に対する授撚の必要性や必喫と考える理111」では、

「医撫職（iIl[接的な排llHf）として、医療廃棄物

についてこれだけの1111胆がI『tlllしてくれば、解決

にlrIjかう力jiliを考えていくために、当然の義務で

ある」とする懲兄や、さらには「医娠lMj題に対す

る怠織づけ、llil機づけは、学生時代から鍵うこと

がliAも効来的と考えているため」という意見が

あった。ところが・方で､｢ｿiii院がｉｍｍしている目

Ｉどの陸ｊｊｉ１随難物の1111胆点は、感染性にl則する点で

あI)、医鯛鬼雍物による環境llIlMuにまで、授業を

する必要性があるのか」「(あるとしても）それは

般孜鍵の柧域になるのではないか」という疑問

や否定もあった。また､(隆撫廃乗物による環境教

看護学生に対する環境教育の実態

一医療廃棄物を中心に－
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１はじめに

これまで医療礎葉物は、医療従事者にとって多Ｉ

刺し１１故やＨＢ肝炎などの原111となる感染性廃棄

物としての捉え方が主であった。しかし、排１１}さ

れるl躍撫腿築物はデイスポータプル製品の噸hⅡに

伴い、膨大なljtとな')、また騰楽物組成も複雑で

安全処理を行うのもIRI雛になってきている。さら

に、ダイオキシンlIllMLiによる摘院の焼却施設閉ｉｉｉ

や不法投蕊|H1題もはらみ、医療1鑓葉物は病院施i没

内だけのllIIMLlではなく、摘院外でﾘ1き起こされる

lll1Mqも無祝できなくなってきた。そこで医療従ｌｊｊ

粉、将に而繊Iliiに対して医療活動からもたらされ

た廃棄物IIljNLiへのilU心を満める必要があると鞍え、

希艘救TPrにおいて医療廃棄物に対する軟育はどの

ような現状であるのか鋼在した。今回の結果から、

「医撫朧蕊物をl2lらのiiIi動がもたらした環境問題

への意織として広げていく蒲護活動」の必要性を

提に;したい。

２方法

全lRlの瀦捜大学、及び霜護短期大学から平成,２

～Ｍｲl:庇版のシラバスを収ＪＩＳし、名犬学における

授難内容をijMべた。なお、収ｶﾞﾐできたシラバスは

78校分である。また、jlXjlSしたシラバスの内容か

ら､｢派艘学生への隆臓廃棄物'111題に対する授業の

必要性や必要と考える理llljflL体的な授業腱l)Mの

内容、方法」をlimilM1項'二lとし、アンケート調在を

笑施した。

３結果及び考察

シラバスからは、ほぼ全論護大学、煙Ⅲ大学で

環境ＩＩＩＩＭｕについて継座が|ＭかれていることがIﾘ)ら

かとなった。また、授難は=i:に１年次生を対象に

一般敬錐科l］としてM]識きれておI〕、ほとんどの

大学では「必釧」としているが、「選択」とすると

ころもあった。授業１１判Ⅲ数は、主にllmI／週で15

1【】1である。授難の鵬'111方法は、時lMl数が少ないた
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青の）必要性を感じていても、「現在、各看護系大

学では、専門職として学ばなければならないこと

が多く、実質的には、環境問題まで講義できるカ

リキュラム榊成が難しい｣。さらに､環境問題につ

いては、「医療関係以外の非常勤識師が、識義を

行っているので、医療廃棄物問題を講義に取り入

れるか､どうかはその担当教貝に委ねられている」

また、「(看護教員側が講義を実施するにしても）

説明する呑護教員自身が医療廃棄物によって発生

している環境問題に対して知識不足」など具体的

な実施の困難性、現状の限界を訴える意兄もみら

れた。

「具体的な授業展開の内容、方法」としては、

「新聞やニュースからトピックを取りｌそげて、グ

ループワークをする」「(現時点では刀法として難

しいが、理想としては）実際に不法投棄の現場を

見学する」「病院の臨床現場で､廃棄物の分別や収

集作業がどのように行われているのか実際に兄学、

体験する｣｢清掃業者や処分業者の方々の声を聴前ル

する」など主に、体験学習的な展'１１があげられた。

４まとめ・今後の課題

今回の調准で、看護学生に対する環境教育は、

公害問題、大気汚染、水質汚染、地球温暖化、オ

ゾン１１Wの破壊、酸性ﾄﾞM、森林破壊などを中心とし

て行われていることが多く、医療廃棄物問題を環

境の視点から収I)入れているところは、侍無であ

ることが明らかとなった。その原因としては、教

育の必要性を感じながらも、実質的なカリキュラ

ム枠の中では、時間的な配分が難しいこと、講義

を担当する（看護）教員自身が、医療廃棄物に関

する環境問題に知識をもっていないことが原因と

なっていると理解できた。

今後の課題としては、限られたカリキュラム時

間数の中で、医療廃棄物問題を展開する授業構成

を考えていく必要性があろう。また、アンケート

結果からもあるように、体験学習的な機会を設け

ることにより、学生だけでなく教貝自身も一緒に

学ぶことで知識を高めることが可能となる。具体

的には、大学向でのグループワークや臨床実習現

場での活動時間を活かし、廃棄物に関して体験的

に学び、動機づけできる場を創り、発腱きせてい

きたい。
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